
屋久島の植物

トキワカンゾウ
（ゆり科）

ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
グ

ル
ー

プ

が

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア

活

動 検討会( 現 地 )

屋久島生態系モニタリング

亜高木層では、ほとんどが、ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ･ﾋｻｶｷ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞで
あるが、ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷ･ｻｻﾞﾝｶ･ｲﾇｶﾞｼ･ﾋｻｶｷが混生し、個体数
は少ないがﾋﾒｼｬﾗ･ｼﾏｻﾙｽﾍﾞﾘ･ﾓｸﾚｲｼ・ﾐﾐｽﾞﾊﾞｲなども生育
する。

平
成
二
十
年
十
月
四
日

、
ア

サ
ヒ
ビ
ー

ル
グ
ル
ー

プ
の
社
員

十
五
名
と
屋
久
島
レ
ク
森
協
議

会
関
係
者
十
名
に
よ
り

、
白
谷

雲
水
峡
で
支
援
協
定
に
基
づ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
実
施
さ

れ
ま
し
た

。

活
動
内
容
は

、
木
道
の
滑
り

止
め
の
交
換
や
苔
落
と
し

、
看

板
の
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た

。

当
日
は

、
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が

、
参
加
者
の
熱
心

な
活
動
に
よ
り

、
予
定
以
上
の

整
備
が
出
来
ま
し
た

。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は

、

「
成

果
が
目
に
見
え
る
こ
と
が
う
れ

し
い

。

」
「
来
年
も
是
非
や
り

た
い

。

」
な
ど
の
感
想
を
持
た

れ
て
い
ま
し
た

。

今
後
も

、
こ
の
活
動
が
継
続

し
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す

。

参加者のみなさん

縄

文

杉

の

樹

勢

及

び

植

生

回

復

事

業

（

シ

カ

柵

設

置

）

屋
久
島
の
象
徴
で
も
あ
る
縄

文
杉
は

、
昭
和
四
十
一
年
に
岩

川
貞
次
氏
の
紹
介
に
よ
り
広
く

世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

、

数
多
く
の
登
山
客
に
驚
き
と
感

動
を
与
え
て
き
ま
し
た

。

そ
の
一
方
で

、
縄
文
杉
の
根

茎
は
踏
み
付
け
等
に
よ
り
傷
つ

け
ら
れ

、
ま
た

、
周
囲
も
裸
地

化
す
る
な
ど
植
生
環
境
も
大
き

く
変
わ

っ
て
き
ま
し
た

。

こ
の
た
め

、
平
成
八
年
に
踏

み
付
け
等
に
よ
り
根
が
傷
む
こ

と
が
な
い
よ
う
に
と
展
望
デ

ッ

キ
を
設
置
し

、
ま
た

、
そ
れ
以

降
も
土
壌
改
良
・
編
柵
工
・
植

栽
等
の
改
善
対
策
を
行
い

、
昭

縄
文
杉
周
辺
植
生
回
復
措
置
に

関

す

る

検

討

委

員

会

を

開

催
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シ
カ
柵
設
置
に
関
し
て
は

、

景
観
へ
の
配
慮
や
最
も
有
効
的

な
包
囲
の
方
法
等
技
術
的
な
検

討
を
慎
重
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら

、
観
光
景
観

、
植
生
生

理

、
シ
カ
行
動
等
幅
広
い
分
野

の
専
門
的
知
識
を
有
す
る
委
員

を
中
心
に
関
係
行
政
機
関
等
も

参
加
し
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た

。検
討
会
は

、
午
前
中

、
屋
久

島
森
林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

に

お
い
て

、
シ
カ
柵
設
置
に
至
る

経
緯
と
必
要
性

、
設
置
方
法

、

景
観
配
慮
等
を
説
明
し
意
見
交

換
に
入
り
ま
し
た

。

意
見
交
換
で
は

、
展
望
デ

ッ

キ
前
面
と
縄
文
杉
の
背
後
に
お

け
る
シ
カ
柵
の
設
置
の
在
り
方

に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た

。

午
後
は

、
現
地

（
縄
文
杉

）

に

移

動

し

、
設

置

位

置

図

(

案

)

と
現
地
を
照
合
確
認
し

意
見
交
換
・
修
正
を
行
い
な
が

ら
縄
文
杉
周
辺
を
調
査
し
ま
し

た

。今

回

の

検

討

委

員

会

の

結

果

、
柵
の
高
さ
・
色
・
網
目
の

大
き
さ
・
張
り
方
・
出
入
り
口

の
位
置
・
網
の
設
置
位
置
等
原

案
に
修
正
を
加
え
な
が
ら

、
具

体
的
な
設
置
方
法
が
決
定
さ
れ

ま
し
た

。

今
後

、
こ
れ
に
よ
り
平
成
二

十
一
年
二
月
頃
を
目
途
に
設
置

す
る
予
定
で
す

。

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）

・宮之浦岳北側斜面（標高440ｍ地点）

検討会( 会議室 )

プロットは、ｼｱﾝﾇﾀ谷中流左岸支流沿いの広葉樹２次林
に設定した。プロットの局所地形は、支流沿いの凹型斜面
で、平均傾斜が３４°、プロットを縦断して流れる沢の流下
方位が、北北東方向である。

プロットの階層別植生は、高木層では、ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞが多く、ﾔ
ｸｼﾏｵﾅｶﾞｶｴﾃﾞ･ﾋﾒｼｬﾗ･ｴｺﾞﾉｷ･ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷが混生し、個体数は
少ないがｶｸﾚﾐﾉ･ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ･ｱｶｼﾃﾞ･ｼﾅﾉｶﾞｷも出現する。

草本層では、出現個体数は少ないが、ｶﾂﾓｳｲﾉﾃﾞ･ﾔｸｶﾅﾜ
ﾗﾋﾞ･ﾍﾗｼﾀﾞ･ﾎｳﾋﾞｼﾀﾞ･等のシダ植物ﾏﾝﾘｮｳ･ｺﾝﾃﾘｷﾞ･ｱﾘﾄﾞｳｼ･
ﾋﾒｼｬﾗ･ｻｶｷ･ｻｻﾞﾝｶ･ﾐﾐｽﾞﾊﾞｲ･ﾋﾒｲﾀﾋﾞ･ｻﾝｼｮｳｿｳなどが育成
する。

低木層では、ｻｶｷ･ｻｻﾞﾝｶ･ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞが生育し、ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞ
ﾅ･ﾋﾒｼｬﾗ･ｲﾇｶﾞｼ･ﾋｻｶｷ･ﾂｹﾞﾓﾁ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲも出現するが、い
ずれも個体数は、少ない。

ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
の
変
種
で

、

低

地

の

草

地

に

生

え

る

多

年

草

。
屋
久
島
で
は
道
路
沿
い
で

よ
く
見
か
け
る

。
秋
に
高
さ
三

十
㎝
程
の
花
茎
の
先
に

、
径
七

～

九
㎝
橙
赤
色
で
ラ

ッ
パ
状
の

花
を
数
個
つ
け
る

。

（
別
名
ア

キ
ノ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ

）

花
期
九
～

十
月

和
四
十
一
年
当
時
の
よ
う
な
状

態
に
戻
す
た
め
の
対
策
を
講
じ

経

過

観

察

を

行

っ
て

き

ま

し

た

。「
平
成
一
九
年
度
屋
久
島
生

態
系
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

」
で

は

、
土
壌
改
良
は
成
果
を
上
げ

つ
つ
あ
る
一
方
で

、
縄
文
杉
へ

の
直
射
日
光
が
あ
た
る
こ
と
に

よ
る
幹
や
根
元
の
乾
燥
や
土
壌

流
亡
の
防
止
を
目
的
と
し
た

、

ハ
イ
ノ
キ

、
シ
キ
ミ
な
ど
ヤ
ク

シ
カ
の
食
害
を
受
け
に
く
い
植

栽
木
が

、
予
想
と
異
な
り
ヤ
ク

シ
カ
の
食
害
を
受
け
て
い
る

、

と
の
調
査
結
果
が
出
さ
れ

、
そ

の
有
効
的
な
対
策
と
し
て
は

、

「
ヤ
ク
シ
カ
侵
入
防
止
柵
の
設

置

」
の
必
要
性
を
最
も
高
い
優

先
順
位
と
し
て
助
言
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す

。

以
上
を
踏
ま
え

、
去
る
九
月

二
十
六
日

、
屋
久
島
森
林
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー

で
縄
文
杉
周
辺

の
植
生
回
復
措
置

（
シ
カ
柵
設

置

）
に
関
す
る
検
討
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た

。



バ ス その他 バ ス その他 （７／１～８／３１）

7 20 日 537 10 121 621 6 176
21 月 359 4 59 638 6 136
22 火 427 9 58 470 2 134
23 水 305 5 82 487 5 128
24 木 360 55 7 382 4 111
25 金 435 10 64 510 6 129
26 土 483 10 70 462 3 133
27 日 353 7 59 639 7 160
28 月 413 7 75 566 4 135
29 火 359 9 67 539 6 153
30 水 343 5 78 498 5 132
31 木 314 6 66 419 4 133

8 1 金 237 4 60 488 5 172
2 土 383 7 68 695 9 146
3 日 350 6 74 659 6 164
4 月 312 8 75 696 7 154
5 火 411 7 86 531 2 149
6 水 303 5 78 599 5 168
7 木 272 6 63 391 1 96
8 金 238 4 59 624 2 153
9 土 464 6 94 572 3 156
10 日 265 1 99 620 1 175
11 月 384 4 86 698 3 187
12 火 395 4 95 779 2 197
13 水 330 3 92 683 3 220
14 木 468 6 114 680 1 170
15 金 412 5 106 701 4 209
16 土 316 5 87 577 1 184
17 日 354 4 80 556 4 149
18 月 334 5 82 562 2 146
19 火 366 5 68 630 5 172
20 水 388 8 66 608 3 158
21 木 312 3 71 502 2 154
22 金 503 12 55 722 8 127
23 土 318 5 72 597 3 152
24 日 245 7 48 693 7 161
25 月 420 9 61 631 6 170 ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞ 白谷雲水峡

26 火 451 10 74 692 6 183 平成１５年 15,728 17,236

27 水 372 9 51 552 4 178 平成１６年 12,446 14,904

28 木 239 4 68 448 2 150 平成１７年 11,905 16,625

29 金 424 10 48 536 6 140 平成１８年 12,837 19,597

30 土 306 7 74 421 4 121 平成１９年 14,428 20,884

31 日 248 4 56 486 2 131 平成２０年 15,508 24,860

15,508 320 3,116 24,860 177 6,652 計 82,852 114,106

１ ヤクスギランドの調査時間は、午前９時～午後５時の間
２ 白谷雲水峡の調査時間は、午前８時３０分～午後５時の間

３ 中学生以下の入場者数は調査除外

35,312
32,434

32,964

夏 休 み 期 間 中 の 自 然 休 養 林 の 利 用 状 況

計

過 去 ６ 年 間 の 夏 休 み 期 間 中 の
入 場 者 数 の 推 移

今年の夏季シ－ズンの屋久島自然休養林の入林者数は下記のとおりです。昨年と比べると、ヤクスギ
ランドが７％増、白谷雲水峡が1９％の増、合計で１４％増となっています。

地 方 別 入 場 者 数

単位：人

月 曜 車 両 台 数 車 両 台 数日

白 谷 雲 水 峡ヤ ク ス ギ ラ ン ド

『洋上アルプス№１63号裏面』屋久島森林環境保全センター

40,368
196,958合 計

28,530

入林者数入林者数

27,350

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年

ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞ 白谷雲水峡

関 東
32.0%

中 部
10.7%近 畿

16.2%中 国
2.8%

四 国
1.1%

九州・沖
縄

17.8%

海 外
1.1%

島 内
5.5%

不 明
11.4% 北海道・

東北
1.5%


